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概要

車椅子利用の患者がさんほーる（多目的ホール）でのレクリエーション終了後、透析センター棟のエレベーターへ車

椅子自操され1人で向かっていた。棟をつなぐ渡り廊下はゆるやかだが下り坂となっており、車椅子操作の制御が困

難となった。その時前方を歩行中の患者と車椅子が接触し歩行中の患者は擦過傷を負われたがその他外傷は見られな

かった。

要因

車椅子利用の入院患者様に介助が付いていなかった。

レクリエーション終了後一度に移動が始まってしまった。

誘導スタッフにより見守りができていなかった。

エレベーターホールまでの廊下が坂道になっていた。

対策

車椅子利用者の誘導方法を検討する。

レクリエーション終了後の誘導方法の検討をレクリエーション委員会で行う。

独歩の方にも見守りをつけるようにする。

発生内容

渡り廊下を車椅子で自操の患者様が前方にいた歩行中の他患者と接触し歩行中の患者が擦過傷を負った。
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